
コラム
column

て
い
る（
写
真
１
）。
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
東
西
５
メ
ー
ト
ル
、
南
北

２
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
、
60
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
積
み
重
な
っ
た
貝
層
が

確
認
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
貝
殻
や
土

器
片
が
出
土
し
た
。
層
を
成
し
て
い

る
貝
殻
は
、
汽
水
域
に
生
息
す
る
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
や
マ
ガ
キ
、
ハ
マ
グ
リ

な
ど
で
、
こ
の
近
辺
に
干
潟
や
砂
浜

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で

き
る
。

　
荒
川
沿
岸
に
は
畔
吉
貝
塚
や
稲
荷

台
遺
跡
な
ど
の
貝
塚
が
あ
り
、
平
方

貝
塚
と
同
様
に
貝
殻
や
土
器
片
が
出

土
し
た
。ま
た
箕
輪
Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
、

ア
オ
ザ
メ
の
歯
が
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
貝
塚
は
、
上
尾
に
海

が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
人
々
が
使
っ

て
い
た
土
器
や
食
べ
て
い
た
貝
、
海

に
住
ん
で
い
た
生
き
物
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
点
で

も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

　
出
土
資
料
の
一
部
は
、
平
方
公
民

館
の
展
示
ケ
ー
ス
で
公
開
し
て
い

る
。
６
千
年
前
の
海
辺
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
見
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
上
尾
市
南
西
部

に
、
西
貝
塚
と
い

う
地
名
の
地
区
が

あ
る
。西
貝
塚
は
、

江
戸
時
代
に
は
既

に
貝
塚
村
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
土
の

中
か
ら
貝
殻
が
出

て
く
る
こ
と
が
古

く
か
ら
知
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の

貝
殻
は
、
海
水
と

淡
水
が
混
ざ
る
地

域（
汽
水
域
）に
生

息
す
る
貝
の
も
の
で
あ
っ
た
。
貝
塚

と
は
住
居
跡
や
台
地
の
斜
面
に
廃
棄

さ
れ
た
貝
殻
が
堆
積
し
た
貝
層
の
こ

と
で
、
こ
れ
が
内
陸
に
存
在
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
近
く
に
海
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
内
陸
へ
の
海
の
侵
入
は
、
縄
文
時

代
に
起
こ
っ
た（
縄
文
海
進
）。
地
球

の
温
暖
化
に
よ
っ
て
北
極
や
南
極
の

氷
が
解
け
、
海
水
面
が
上
昇
し
た
の

で
あ
る
。海
進
が
一
番
進
ん
だ
の
は
、

今
か
ら
約
６
千
年
前
の
縄
文
時
代
前

期
で
あ
る
。
気
温
は
現
在
よ
り
平
均

で
１
～
２
度
高
く
、
海
水
面
は
５

メ
ー
ト
ル
以
上
も
上
に
あ
っ
た
。
海

進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
当
時
の
海

岸
線
は
、
奥
東
京
湾
と
呼
ば
れ
て
い

る（
図
１
）。
西
側
の
最
奥
部
は
上
尾

か
ら
桶
川
に
か
け
て
の
地
域
だ
っ
た

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
位
置

す
る
貝
塚
と
し
て
、
明
治
時
代
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
貝
塚
が
平
方
貝
塚

で
あ
る
。

　

平
方
貝
塚
は
、
県
立
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
秀
明
英
光

高
校
の
西
部
か
ら
、
荒
川
に
向
か
っ

て
傾
斜
す
る
台
地
の
斜
面
に
広
が
っ

　上尾市内の貝塚は荒川沿岸だけでなく、
原市沼周辺でも確認されている。この辺り
は奥東京湾の入り江のような形状をしてお
り、漁労が盛んに行われていたようだ。
　貝塚が形成された時期は、縄文時代中期
（今から約４，５００年前）であり、荒川流域の貝
塚よりは少し新しいが、貝層を形成する貝
殻はヤマトシジミを中心にハイガイやハマ
グリなど同様のものがみられる。
　こうしてみると、縄文人は海の幸ばかり

を食べていたように思えるが、瓦葺の秩
ちち
父
ぶ

山
やま
遺跡からは、イノシシやニホンジカの骨

が確認されている。また、木の実をすり潰
すのに使ったと考えられる石皿や、破損し
た土器の破片を漁網の錘

おもり
として再利用した

遺物も出土している。
　縄文人は、貝や植物を採るだけでなく、
海や陸で勇敢に動物に挑んで獲得し、豊か
な食生活を送っていたことが、貝塚の発掘
調査によって分かってきた。

上
尾
の
海
と
平
方
貝
塚

原市沼周辺の貝塚

秩父山遺跡の貝塚から出土した
ニホンジカの骨

写真１　発掘調査当時の平方貝塚周辺（平成元年、左が荒川
低地、右奥が平方貝塚のある台地斜面）

２７9

開平橋開平橋 平方小平方小

平方公民館平方公民館

秀明英光高校秀明英光高校

上尾橘高校上尾橘高校

稲荷台遺跡稲荷台遺跡

箕輪Ⅱ遺跡箕輪Ⅱ遺跡

平方貝塚平方貝塚

畔吉貝塚畔吉貝塚
N

荒
川

国
道
17
号

リハビリ
テーションセンター
リハビリ
テーションセンター

西貝塚環境センター西貝塚環境センター

上尾丸山公園上尾丸山公園

上尾市

遺跡が語る上尾の歴史

図１　約6,000年前の海岸線（　　は現在）
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